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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年1月8日(2015.1.8)

【公表番号】特表2014-508569(P2014-508569A)
【公表日】平成26年4月10日(2014.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2014-018
【出願番号】特願2013-549406(P2013-549406)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   2/915    (2013.01)
   Ａ６１Ｆ   2/958    (2013.01)
   Ａ６１Ｆ   2/966    (2013.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   2/915   　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月11日(2014.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠位端部及び近位端部を有するとともに長手方向軸線に沿って中央の内腔を形成する本
体を備えており、
　前記本体は、縮小プロファイルを備える挿入形態と、挿入プロファイルより大型の拡大
プロファイルを備える展開形態と、を有しており、
　前記本体は、互いに離間された複数の波状の周方向部材と、前記長手方向軸線回りに螺
旋状に延在する波状の螺旋要素と、を備えており、
　前記波状の螺旋要素は、前記周方向部材どうしの間に軸線方向に配置されるとともに前
記周方向部材に直接的に接続されており、
　前記波状の螺旋要素が複数の開放セルを形成しているとともに、前記周方向部材が複数
の閉塞セルを形成している、ステント。
【請求項２】
　前記波状の周方向部材は、波状の周方向リングに接続される１つの波状の螺旋周回部を
備える、請求項１記載のステント。
【請求項３】
　各々の周方向部材の前記波状の螺旋周回部は、前記螺旋要素の周回部に直接的に接続さ
れている、請求項２記載のステント。
【請求項４】
　前記周方向部材は、前記長手方向軸線に対して平行に延在する複数の閉塞セルコネクタ
を備えており、
　前記閉塞セルコネクタは、前記周方向部材における前記波状の螺旋周回部の内側の頂部
と、隣接する波状の周方向リングの内側の頂部と、の間の接続部を形成している、請求項
２記載のステント。
【請求項５】
　前記閉塞セルコネクタの長さが変化する、請求項４記載のステント。



(2) JP 2014-508569 A5 2015.1.8

【請求項６】
　前記閉塞セルコネクタの長さがステントの周方向に沿って均一に増加する、請求項５記
載のステント。
【請求項７】
　前記ステントの遠位端部及び近位端部における周方向リングは、前記長手方向軸線に対
して直交する平面を形成している、請求項６記載のステント。
【請求項８】
　最短の長さを有する前記閉塞セルコネクタは、ノッチを形成する可変幅を有する、請求
項４記載のステント。
【請求項９】
　前記周方向部材の波状部は、前記頂部から外側に延在するコネクタを有するピーク部と
、頂部の内側に延在するコネクタを有する谷部と、を有しており、
　前記閉塞セルコネクタの各々は、ピーク部からピーク部まで延在する支柱を備える、請
求項４記載のステント。
【請求項１０】
　前記閉塞セルは、前記波状の周方向部材内の内側の頂部どうしの間に延在する前記閉塞
セルコネクタによって形成されている、請求項４記載のステント。
【請求項１１】
　前記閉塞セルの少なくとも２つが不規則的な六角形の形状を有する、請求項１０記載の
ステント。
【請求項１２】
　前記閉塞セルの少なくとも１つが菱形の形状を有する、請求項１０記載のステント。
【請求項１３】
　前記閉塞セルは、６つ以下の側部を有することによって形成されており、前記開放セル
は、６つより多い側部を有することによって形成されている、請求項１０記載のステント
。
【請求項１４】
　前記閉塞セルの第１の群は、前記ステントの遠位端部における外周の周囲に配置されて
おり、前記閉塞セルの第２の群は、前記ステントの近位端部における外周の周囲に配置さ
れている、請求項１記載のステント。
【請求項１５】
　周方向部材の前記波状の螺旋周回部が一定の振幅を有する、請求項２記載のステント。
【請求項１６】
　周方向部材の前記波状の螺旋周回部及び前記周方向リングが均一な頂部の幾何形状を有
する、請求項２記載のステント。
【請求項１７】
　前記周方向部材は、可変幅を有する複数の支柱を備える、請求項１記載のステント。
【請求項１８】
　前記周方向部材における頂部の個数は、前記螺旋要素の各々の周回部における頂部の個
数と等しい、請求項１記載のステント。
【請求項１９】
　前記周方向部材の頂部は、前記螺旋要素の頂部に対して波周期の半分だけ位相がずれて
いる、請求項１８記載のステント。
【請求項２０】
　前記周方向部材の少なくとも１つがフレア状に形成されており、それにより、前記ステ
ントの一端部における直径が、前記周方向部材と前記螺旋要素との間の直接的な接続部に
おいて形成される直径よりも大きくなっている、請求項１記載のステント。
【請求項２１】
　２つ又は３つ以上の周方向部材がフレア状に形成されている、請求項２０記載のステン
ト。
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【請求項２２】
　前記本体は、前記螺旋要素の外側の頂部と、前記周方向部材の外側の頂部と、の間の接
続部を備える、請求項１記載のステント。
【請求項２３】
　前記開放セルは、前記螺旋要素の隣接する周回部どうしの間、及び前記波状の周方向部
材の螺旋周回部又は前記螺旋要素の螺旋周回部の間の周期的に離間された接続部によって
形成されている、請求項１記載のステント。
【請求項２４】
　周期的な前記接続部は、前記長手方向軸線に対して平行に延在する複数の軸線方向コネ
クタによって形成されている、請求項２３記載のステント。
【請求項２５】
　前記軸線方向コネクタの長さ及び幅が均一である、請求項２４記載のステント。
【請求項２６】
　前記螺旋要素の波状部は、前記軸線方向コネクタが前記頂部から延在する箇所において
ピーク部を有するとともに、前記軸線方向コネクタが前記頂部の内側に延在する箇所にお
いて谷部を有しており、
　前記軸線方向コネクタの各々は、ピーク部から谷部まで又は谷部からピーク部まで延在
する支柱を備える、請求項２４記載のステント。
【請求項２７】
　前記展開形態における前記本体が直径ｄ１を有するとともに、前記挿入形態の前記本体
が直径ｄ２を有しており、ｄ１：ｄ２の比が２：１よりも大きくなっている、請求項１記
載のステント。
【請求項２８】
　前記ステントが被覆部をさらに備える、請求項１記載のステント。
【請求項２９】
　前記被覆部がｅＰＴＦＥである、請求項２８記載のステント。
【請求項３０】
　前記被覆部がポリエステルである、請求項２８記載のステント。
【請求項３１】
　前記被覆部がｅＰＴＦＥ格子である、請求項２８記載のステント。
【請求項３２】
　前記ステントは、前記ステントの少なくとも一部に付与される生物活性の被膜部をさら
に備える、請求項１記載のステント。
【請求項３３】
　前記被膜部がヘパリンである、請求項３２記載のステント。
【請求項３４】
　前記ステントが形状記憶合金を含んでいる、請求項１記載のステント。
【請求項３５】
　前記形状記憶合金がニチノールである、請求項３４記載のステント。
【請求項３６】
　前記ステントは、前記ステントに取り付けられる放射線不透過マーカをさらに備える、
請求項１記載のステント。
【請求項３７】
　前記放射線不透過マーカが前記波状の周方向部材の少なくとも１つに取り付けられる、
請求項３６記載のステント。
【請求項３８】
　前記放射線不透過マーカが放射線透過性を有する、請求項３６記載のステント。
【請求項３９】
　前記放射線不透過マーカがタンタル被膜である、請求項３６記載のステント。
【請求項４０】
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　遠位端部及び近位端部を有するとともに長手方向軸線に沿って中央の内腔を形成するス
テントであって、
　前記ステントは、縮小プロファイルを備える挿入形態と、前記縮小プロファイルより大
型の拡大プロファイルを備える展開形態と、を有しており、
　前記ステントは、
　閉塞セル構造部を形成している１つの波状の螺旋周回部と１つ又は２つ以上の波状の周
方向リングとを有する互いに離間された複数の波状の周方向部材と、
　開放セル構造部を形成している複数の螺旋周回部を有していて、前記長手方向軸線に沿
って延在するとともに前記波状の周方向部材どうしの間に軸線方向に配置される螺旋要素
と、を備えており、
　前記周方向部材の前記波状の螺旋周回部が螺旋本体に直接的に接続されており、前記周
方向部材の前記螺旋周回部と螺旋本体とが均一な頂部の幾何形状を一緒に形成している、
ステント。
【請求項４１】
　ステントを備える脈管内補綴であって、
　前記脈管内補綴は、複数の開口部を形成する格子を有しており、
　前記格子は、（ｉ）少なくとも２つの連続的な長手方向線分と、（ｉｉ）少なくとも２
つの連続的な周方向線分と、を有しており、
　前記長手方向線分が前記脈管内補綴の長手方向軸線に対して平行であるとともに、前記
周方向線分が前記長手方向軸線に対して４５°～９０°の角度に方向付けされている、脈
管内補綴。
【請求項４２】
　前記開口部が正方形である、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項４３】
　前記格子が単一の構造部である、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項４４】
　前記開口部が平行四辺形である、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項４５】
　前記開口部は、最大内接円によって測定される４０μｍ～１０００μｍの公称直径を有
する、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項４６】
　前記開口部の寸法及び形状が前記格子の全体にわたって均一である、請求項４１記載の
脈管内補綴。
【請求項４７】
　前記開口部の寸法及び形状が前記格子の全体にわたって変化する、請求項４１記載の脈
管内補綴。
【請求項４８】
　前記格子の前記開口部がパターンに配列される、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項４９】
　前記パターンが前記長手方向軸線に沿った螺旋である、請求項４８記載の脈管内補綴。
【請求項５０】
　前記パターンは、側枝潅流を可能にするように形成される長円形状の開口部を有する、
請求項４８記載の脈管内補綴。
【請求項５１】
　前記格子は、前記複数の開口部を前記格子の全長に沿って有する第１の弧を形成すると
ともに、開口部が存在しない前記第１の弧に対向する第２の弧を形成している、請求項４
１記載の脈管内補綴。
【請求項５２】
　前記開口部が少なくとも２つの組の開口部を有しており、各組が予め定められた寸法及
び形状を有している、請求項４１記載の脈管内補綴。



(5) JP 2014-508569 A5 2015.1.8

【請求項５３】
　前記格子が３つの組の開口部を有しており、各組の開口部が前記脈管内補綴の領域内に
位置している、請求項５２記載の脈管内補綴。
【請求項５４】
　前記開口部の近位側の組は、前記脈管内補綴の近位端部において前記脈管内補綴の３分
の１にわたって設けられており、
　前記近位側の組の開口部は、最大内接円によって測定される３００μｍの公称直径を有
する、請求項５３記載の脈管内補綴。
【請求項５５】
　近位側の群における開口部が菱形である、請求項５４記載の脈管内補綴。
【請求項５６】
　前記開口部の遠位側の組は、前記脈管内補綴の遠位端部において前記脈管内補綴の３分
の１にわたって設けられており
　前記遠位側の組の開口部は、最大内接円によって測定される５００μｍの公称直径を有
する、請求項５４記載の脈管内補綴。
【請求項５７】
　遠位側の群における開口部が菱形である、請求項５６記載の脈管内補綴。
【請求項５８】
　前記開口部の中央の組は、前記近位端部と前記遠位端部との間において前記脈管内補綴
の３分の１にわたって設けられており
　前記中央の組の開口部は、最大内接円によって測定される１００μｍの公称直径を有す
る、請求項５６記載の脈管内補綴。
【請求項５９】
　中央の群の開口部が正方形である、請求項５８記載の脈管内補綴。
【請求項６０】
　前記格子は、内部に前記開口部が付与される潅流領域と、開口部が存在しない排除領域
と、を有しており
　前記脈管内補綴は、前記潅流領域の方向付けが脈管内で決定されうるように構成されて
いる、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項６１】
　前記脈管内補綴は、蛍光透視による視覚化が補助されるように前記格子に組み入れられ
る放射線不透過材料をさらに備える、請求項６０記載の脈管内補綴。
【請求項６２】
　前記放射線不透過材料が金又はタンタルである、請求項６１記載の脈管内補綴。
【請求項６３】
　前記脈管内補綴は、前記格子に関連付けられる１つ又は２つ以上の薬物動態学的薬剤を
さらに備える、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項６４】
　前記薬物動態学的薬剤が前記格子に施されるヘパリン被膜を備える、請求項６３記載の
脈管内補綴。
【請求項６５】
　前記ステントが延伸可能なバルーンである、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項６６】
　前記ステントが自己延伸作用を有する、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項６７】
　前記脈管内補綴は、縮小プロファイルを備える挿入形態と、挿入プロファイルより大型
の拡大プロファイルを備える展開形態と、を有しており、
　前記格子は、前記長手方向線分の長さが挿入形態と展開形態との間で一定に保持される
ように前記ステントに付着させられる、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項６８】
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　前記長手方向線分の少なくとも一部が前記ステントの長手方向コネクタに対して整列さ
れる、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項６９】
　前記長手方向線分の少なくとも一部が前記ステントの長手方向コネクタに接合される、
請求項６８記載の脈管内補綴。
【請求項７０】
　前記格子が伸展性を有する、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項７１】
　前記格子が重合体からなる、請求項４１記載の脈管内補綴。
【請求項７２】
　前記格子がフッ素重合体である、請求項７１記載の脈管内補綴。
【請求項７３】
　前記格子がポリテトラフルオロエチレンから製造される、請求項７２記載の脈管内補綴
。
【請求項７４】
　前記格子が伸展性を有する、請求項７３記載の脈管内補綴。
【請求項７５】
　長手方向軸線を形成する内腔を有する脈管内補綴であって、
　複数の長手方向コネクタを備える支柱からなる骨組み部を有するステントと、
　複数の開口部を形成する重合体の格子と、を備えており、
　前記格子は、前記ステントの前記長手方向軸線に対して平行である複数の連続的な長手
方向線分と、前記ステントの前記長手方向軸線に対して角度をなしている複数の連続的な
周方向線分と、を有する、脈管内補綴。
【請求項７６】
　前記長手方向線分の少なくとも一部は、前記ステントの前記長手方向コネクタに対して
整列されるとともに、前記ステントの前記長手方向コネクタに付着させられる、請求項７
５記載の脈管内補綴。
【請求項７７】
　前記周方向線分が前記長手方向軸線に対して４５°～９０°の角度に方向付けされる、
請求項７５記載の脈管内補綴。
【請求項７８】
　前記開口部が正方形である、請求項７５記載の脈管内補綴。
【請求項７９】
　前記開口部が平行四辺形である、請求項７５記載の脈管内補綴。
【請求項８０】
　前記格子が重合体からなる、請求項７５記載の脈管内補綴。
【請求項８１】
　前記格子がフッ素重合体を含んでいる、請求項７９記載の脈管内補綴。
【請求項８２】
　前記格子がポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）を含んでいる、請求項８１記載の
脈管内補綴。
【請求項８３】
　前記脈管内補綴が前記格子に施されるヘパリン被膜をさらに備える、請求項７５記載の
脈管内補綴。
【請求項８４】
　前記ステントが延伸可能なバルーンである、請求項７５記載の脈管内補綴。
【請求項８５】
　前記ステントが自己延伸作用を有する、請求項７５記載の脈管内補綴。
【請求項８６】
　前記脈管内補綴は、縮小プロファイルを備える挿入形態と、挿入プロファイルより大型
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の拡大プロファイルを備える展開形態と、を有しており、
　前記格子は、前記長手方向線分の長さが挿入形態と展開形態との間で一定に保持される
ように前記ステントに付着させられる、請求項７５記載の脈管内補綴。
【請求項８７】
　前記長手方向線分の少なくとも一部が前記ステントの長手方向コネクタに対して整列さ
れる、請求項８６記載の脈管内補綴。
【請求項８８】
　前記長手方向線分の少なくとも一部が前記ステントの長手方向コネクタに接合される、
請求項８７記載の脈管内補綴。
【請求項８９】
　前記ステントが複数のリングステントを備えており、前記格子が前記リングステントの
全てに接合される、請求項７５記載の脈管内補綴。
【請求項９０】
　前記格子が単一の構造部である、請求項７５記載の脈管内補綴。
【請求項９１】
　前記螺旋要素が１周分の螺旋周回部又は１周分の螺旋周回部の一部を備える、請求項１
記載のステント。
【請求項９２】
　前記螺旋要素が１周未満の螺旋周回部を備える、請求項１記載のステント。
【請求項９３】
　遠位端部及び近位端部を有するとともに長手方向軸線に沿って中央の内腔を形成する本
体を備えており、
　前記本体は、縮小プロファイルを備える挿入形態と、挿入プロファイルより大型の拡大
プロファイルを備える展開形態と、を有しており、
　前記本体は、少なくとも１つの波状の周方向部材と、前記長手方向軸線回りに螺旋状に
延在していて前記周方向部材に接続される波状の螺旋要素と、を備えており、
　前記波状の螺旋要素は、複数の開放セルを形成するとともに、１周分の螺旋周回部又は
１周分の螺旋周回部の一部を備えており、
　前記周方向部材が複数の閉塞セルを形成する、ステント。
【請求項９４】
　前記波状の周方向部材は、波状の周方向リングに接続される１つの波状の螺旋周回部を
備える、請求項９３記載のステント。
【請求項９５】
　前記周方向部材の前記波状の螺旋周回部は、前記螺旋要素の１周分の螺旋周回部又は１
周分の螺旋周回部の一部に直接的に接続されている、請求項９４記載のステント。
【請求項９６】
　前記周方向部材は、前記長手方向軸線に対して平行に延在する複数の閉塞セルコネクタ
を備えており、
　前記閉塞セルコネクタは、前記周方向部材における前記波状の螺旋周回部と、隣接する
波状の周方向リングと、の間の内側の頂部どうしの間の接続部を形成する、請求項９４記
載のステント。
【請求項９７】
　前記閉塞セルコネクタの長さが変化する、請求項９６記載のステント。
【請求項９８】
　前記閉塞セルコネクタの長さがステントの周方向に沿って均一に増加する、請求項９７
記載のステント。
【請求項９９】
　前記ステントの遠位端部及び近位端部における周方向リングは、前記長手方向軸線に対
して直交する平面を形成している、請求項９８記載のステント。
【請求項１００】
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　最短の長さを有する閉塞セルコネクタは、ノッチを形成する可変幅を有する、請求項９
６記載のステント。
【請求項１０１】
　前記周方向部材の波状部は、前記頂部から外側に延在するコネクタを有するピーク部と
、頂部の内側に延在するコネクタを有する谷部と、を有しており、
　前記閉塞セルコネクタの各々は、ピーク部からピーク部まで延在する支柱を備える、請
求項９６記載のステント。
【請求項１０２】
　前記閉塞セルは、前記波状の周方向部材内の内側の頂部どうしの間に延在する前記閉塞
セルコネクタによって形成されている、請求項９６記載のステント。
【請求項１０３】
　前記閉塞セルの少なくとも２つが不規則的な六角形の形状を有する、請求項１０２記載
のステント。
【請求項１０４】
　前記閉塞セルの少なくとも１つが菱形の形状を有する、請求項１０２記載のステント。
【請求項１０５】
　前記閉塞セルは、６つ以下の側部を有することによって形成されており、前記開放セル
は、６つよりも多い側部を有することによって形成されている、請求項１０２記載のステ
ント。
【請求項１０６】
　前記閉塞セルの第１の群は、前記ステントの遠位端部における外周の周囲に配置されて
おり、前記閉塞セルの第２の群は、前記ステントの近位端部における外周の周囲に配置さ
れている、請求項９３記載のステント。
【請求項１０７】
　周方向部材の前記波状の螺旋周回部が一定の振幅を有する、請求項９４記載のステント
。
【請求項１０８】
　周方向部材の前記波状の螺旋周回部及び前記周方向リングが均一な頂部の幾何形状を有
する、請求項９４記載のステント。
【請求項１０９】
　前記周方向部材は、可変幅を有する複数の支柱を備える、請求項９３記載のステント。
【請求項１１０】
　前記周方向部材における頂部の個数は、前記螺旋要素における頂部の個数と等しい、請
求項９３記載のステント。
【請求項１１１】
　前記周方向部材の頂部は、前記螺旋要素の頂部に対して波周期の半分だけ位相がずれて
いる、請求項１１０記載のステント。
【請求項１１２】
　前記周方向部材の少なくとも１つがフレア状に形成されており、それにより、前記ステ
ントの一端部における直径が、前記周方向部材と前記螺旋要素との間の直接的な接続部に
おいて形成される直径よりも大きくなっている、請求項９３記載のステント。
【請求項１１３】
　２つ又は３つ以上の周方向部材がフレア状に形成されている、請求項１１２記載のステ
ント。
【請求項１１４】
　前記本体は、前記螺旋要素の外側の頂部と、前記周方向部材の外側の頂部と、の間の接
続部を備える、請求項９３記載のステント。
【請求項１１５】
　前記開放セルは、前記螺旋要素の隣接する前記螺旋周回部又は螺旋周回部の一部の間、
及び前記波状の周方向部材の螺旋周回部又は前記螺旋要素の１周分の螺旋周回部若しくは
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１周分の螺旋周回部の一部の間の周期的に離間された接続部によって形成されている、請
求項９３記載のステント。
【請求項１１６】
　周期的な前記接続部は、前記長手方向軸線に対して平行に延在する複数の軸線方向コネ
クタによって形成されている、請求項１１５記載のステント。
【請求項１１７】
　前記軸線方向コネクタの長さ及び幅が均一である、請求項１１６記載のステント。
【請求項１１８】
　前記螺旋要素の波状部は、前記軸線方向コネクタが前記頂部から延在する箇所において
ピーク部を有するとともに、前記軸線方向コネクタが前記頂部の内側に延在する箇所にお
いて谷部を有しており、
　前記軸線方向コネクタの各々は、ピーク部から谷部まで又は谷部からピーク部まで延在
する支柱を備える、請求項１１６記載のステント。
【請求項１１９】
　前記展開形態における前記本体が直径ｄ１を有するとともに、前記挿入形態の前記本体
が直径ｄ２を有しており、ｄ１：ｄ２の比が２：１よりも大きくなっている、請求項９３
記載のステント。
【請求項１２０】
　前記ステントが被覆部をさらに備える、請求項９３記載のステント。
【請求項１２１】
　前記被覆部がｅＰＴＦＥである、請求項１２０記載のステント。
【請求項１２２】
　前記被覆部がポリエステルである、請求項１２０記載のステント。
【請求項１２３】
　前記被覆部がｅＰＴＦＥ格子である、請求項１２０記載のステント。
【請求項１２４】
　前記ステントは、前記ステントの少なくとも一部に付与される生物活性の被膜部をさら
に備える、請求項９３記載のステント。
【請求項１２５】
　前記被膜部がヘパリンである、請求項１２４記載のステント。
【請求項１２６】
　前記ステントが形状記憶合金を含んでいる、請求項９３記載のステント。
【請求項１２７】
　前記形状記憶合金がニチノールである、請求項１２６記載のステント。
【請求項１２８】
　前記ステントは、前記ステントに取り付けられる放射線不透過マーカをさらに備える、
請求項９３記載のステント。
【請求項１２９】
　遠位端部及び近位端部を有するとともに長手方向軸線に沿って中央の内腔を形成するス
テントであって、
　前記ステントは、縮小プロファイルを備える挿入形態と、前記縮小プロファイルより大
型の拡大プロファイルを備える展開形態と、を有しており、
　前記ステントは、
　閉塞セル構造部を形成する１つの波状の螺旋周回部と１つ又は２つ以上の波状の周方向
リングとを有する互いに離間された複数の波状の周方向部材と、
　開放セル構造部を形成している１周分の螺旋周回部又は１周分の螺旋周回部の一部を有
していて、前記長手方向軸線に沿って延在するとともに前記波状の周方向部材どうしの間
に軸線方向に配置される螺旋要素と、を備えており、
　前記周方向部材の前記波状の螺旋周回部が螺旋本体に直接的に接続されており、前記周
方向部材の前記螺旋周回部と螺旋本体とが均一な頂部の幾何形状を一緒に形成している、
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ステント。
【請求項１３０】
　橈骨動脈、上腕動脈、及び頚動脈から頚動脈又は頭蓋内動脈へのアクセスに適合する送
達システムであって、
　ステントを展開する展開機構部とステントを被覆するシースを後退させる後退機構部と
を備えていて、近位端部及び遠位端部を有するハンドル筐体と、
　前記ハンドル筐体の遠位端部に取り付けられていて、近位端部及び遠位端部を有するカ
テーテルシャフトと、
　前記カテーテルシャフトの遠位端部に着脱可能に装着されるステントと、
　前記ステントを被覆する後退可能なシースと、を有しており、
　前記ハンドル筐体の近位端部から前記カテーテルシャフトの遠位端部までの長さが僅か
１０ｃｍ～８０ｃｍである、送達システム。
【請求項１３１】
　２つ又は３つ以上の被覆部をさらに備える、請求項１記載のステント。
【請求項１３２】
　前記被覆部が格子状の被覆部である、請求項１３１記載のステント。
【請求項１３３】
　前記格子は、前記格子状の被覆部をオフセットして積層することにより形成された開口
部を有する、請求項１３２記載のステント。
【請求項１３４】
　前記被覆部は、伸展性を有する格子である、請求項２８記載のステント。
【請求項１３５】
　前記被覆部は、伸張性を有する格子である、請求項２８記載のステント。
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